
2012/9/14 
PA会 新人研修セミナー 
特許情報調査 

角田特許事務所 

弁理士 角田 朗 
1 



目次 

１．特許分類の説明 

２．キーワードの選択方法 

３．調査の実例 

４．新興国特許庁検索サイトの紹介 

５．質疑応答 

2 



１．特許分類の説明 

国内特許公報に付与される特許分類は、 

 (1)IPC分類 
 (2)FI記号 
 (3)Fターム 
 がある。他に、ファセットもある。 

海外では、 

 (4)USPTOのUSクラス 

 (5)EPOのECLA 

※来年からUSクラスとECLAはCPCへ統合 3 
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IPC／FI／ 
テーマコード／ 
Fタームの例 
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参考資料１．より 



 
 (1)IPC分類 
世界各国が共通利用できる国際的に統一さ

れた特許分類（建前）。100ヵ国以上が利用。 

現在第8版が運用。第8版は適宜改訂され、
（2006．01）のように年月が併記される。 

約7万項目に分類。 

「請求の範囲」の発明の主題に付与される。 

セクション/クラス/サブクラス/メイングループ/
サブグループ に階層化。 
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7 参考資料２.より 



(2)FI記号 
日本の技術に合わせて、IPC分類を細分化。 

現在約19万項目に分類。 

IPCに展開記号と（または）分冊識別記号を付
加。 

IPCと同じく、「請求の範囲」の発明の主題に
付与される。 

商用データベースやIPDLの特許分類検索で
は、最新のFI記号を使って、古いFIが付与さ
れた公報も検索可。 8 



＜展開記号の例＞ 

G06F17/60,100 ・・業務システム(業務設計、計画、管理に関す
るものを含む) 

G06F17/60,102 ・・・第一次産業のための業務システム(農業、
林業、漁業、鉱業等) 
 

＜分冊識別記号の例＞ 

H04M1/02 ・電話機の構造的態様 

H04M1/02 A 表示・ボタン 

H04M1/02 B 特殊な電話機〔構造・用途が特殊なものを含む〕 
 

※分冊識別記号Z（その他）が用意されておらず、かつ該当する
FIもない場合には、上位概念のFI（例えばG06F17/00等）が付
与される。⇒無効資料調査や侵害予防調査では要注意。 9 



(3)Fターム 
FIを所定技術分野毎に種々の技術観点から細区

分したもの。約34万項目に分類。 

多観点での解析、付与が可能。 

特許公報中に記載されている技術的事項を把握
した上で、種々の技術観点（目的、用途、構造、
材料、製法、処理操作方法、制御手段等）を付し
たＦタームリストに照らして付与。 

テーマコード（Fターム最初の５桁）はFIに対応。 
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テーマコード テーマコード「5K023」に対応するFI 

ターム 
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部分F（Fs）の例。この場合、四角の中でAND演算する。 



商用データベース等では、最新のFタームを使って、
古いFタームが付与された公報も検索可。 

Fタームは主として複数組み合わせて用いることを想
定している。Fタームの論理積によって絞り込んで良
い。 
⇒テーマコードが同じFタームどうしは、原則かけて
良い。 

関連する先行技術文献をスクリーニングできる程度
の件数（技術分野に応じて数十件～数百件程度）を
目安に絞り込むことを目指している。 
審査官が拒絶理由通知をするために用意されており、
網羅性はやや劣る。 13 



IPC・FI・Fタームの付与方法 

(1)特許庁または登録調査機関が、特許請求の範囲を読み、発
明の主題についてFI記号を付与する。FIの付与は１つに限ら
れない。 

なお、補正により請求の範囲の発明の主題が変われば、公開
公報と登録公報のFI等が異なる場合もある。 
 

(2)付与したFIに対応するテーマコードを選んだあと、タームを
付与する。Fタームは請求の範囲の発明の主題だけでなく、実
施例、従来技術、課題、効果等に付与されることもある。 

Fタームの付与方針は、IPDLパテントマップガイダンスのFター
ム解説に記載されている。 

Fターム解説は、パテントマップガイダンスのFタームリストで、
「３○○○○」といったテーマコードをクリックすると見られる 
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なお、テーマコードは担当審査官の部屋番号で、原則として 
２○○○○が審査第１部、３○○○○が審査第２部、 
４○○○○が審査第３部、５○○○○が審査第４部に対応。 
 

(3)対照表（コンコーダンス）に基づいて、付与したFIを機械的に
IPC分類へ変換する。 

粗いIPCを細分化されたFIへ機械的に変換することはできない
が、細かいFIを粗いIPC分類へ機械的に変換することは可能な
ため。 

ただし、対照表の作成ミスがあると、あるIPCについては一件も
付与されないケースもある。 

出願人または代理人が願書にIPC分類を記載するが、このIPC
がそのまま公開公報等に載る訳ではない。 
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KSR事件の日米欧IPC 
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IPCは世界共通？ 

KSR事件の公報ファミリー 
 

日本  F02D11/02 
     F02D11/10 
     G05G1/14  ⇒足踏みペダル 

米国  F02D11/00  ⇒自動式でない操作開始手段 

欧州  G05G1/14 

カナダ B60K26/02  ⇒車両の操作手段 
     G05G1/14 17 



(4)USクラス 
USPTOはIPCに加えて、USクラス（USPC）を採

用。IPCとは全く別体系。約17万項目。来年か
らCPCへ。US公報のIPCは不正確。 

http://www.uspto.gov/web/patents/classification/ 
 

（例） 

705           PROCESSING: FINANCIAL, BUSINESS PRACTICE, 

          MANAGEMENT, OR COST/PRICE DETERMINATION  

705/15  ・Restaurant or bar  

705/16  ・Including point of sale terminal or electronic 

           cash register 
18 



(5)ECLA 
 EPOはIPCの他、ECLA（+ICO）を採用。欧州の技術に合

わせてIPCを細分化。ICOと合わせて約18万項目。FIとは
別体系。来年からECLAとICOもCPCへ。 

 ICOはEPOの内部分類で、発明の主題ではないが技術的
に重要な事項に付与される。 

 ECLAはEP特許公報には掲載されない。データベースの
書誌情報から確認する。 

http://worldwide.espacenet.com/eclasrch?locale=en_EP&classification=ecla 

 

（例） 

 G02F1/01 for the control of the intensity, phase, polarisation or colour  

 G02F1/01C ・in optical waveguides ⇒ ICO S02F1/01C 19 



○ × 
IPC ・（建前では）世界共通の分類 

・細分化されておらず、願書に
記載するため、憶えやすい 
・サブクラスまでを用いた、分野
を絞った検索には便利 

・実際には国・機関ごとに付与され
るIPCが異なる 
・分類が粗く、日米欧中韓の検索
には不十分 
・発明の主題以外は付与対象外 
・版の違いを考慮する必要がある 

FI ・日本の技術に合わせて細分化 
・最新の分類で旧分類が付与さ
れた公報も検索可 

・発明の主題以外は付与対象外 
・キーワードを併用しないと絞り込
めないことも多い 

Fターム ・種々の技術観点で細分化 
・明細書の実施例や従来技術
に付与されている場合もある 
・最新の分類で旧分類が付与さ
れた公報も検索可 

・付与漏れ、付与誤りも少なくない 
・部分Fなど、組み合わせにルール
がある 
・数が多く、適切な分類を選択する
のが難しい 
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特許分類の探し方 

(1)パテントマップガイダンス等へ関連 
  するキーワードを入力する 

(2)簡単な予備検索を行い、近い公報を 
  複数見つけ、記載された特許分類を 
  採用する 
(3)データベースのランキング機能を 
  用いる 
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（１）パテントマップガイダンスへキーワードを入力 
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24 
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（２）予備検索で特許分類を見つける 
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IPDL 
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パテントマップガイダンス記載 
の言葉と異なっていても、 
関係する分類を見つけられる 
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（３）DBランキング機能を用いて、特許分類を選択 



２．キーワードの選択方法 

発明提案書に基づく出願前調査や、侵害予防調査
では、上位語を意識した検索を行う。 

侵害予防調査では、特許分類でも上位階層を含め
て検索する。 

無効資料調査や審査請求前調査など、クレームが用
意されているものについては、下位語を意識して検
索する。 

特許分類も同様で、下位階層を含めて検索する。 

英文検索では、複数形や過去分詞など形変化に注
意。 30 



キーワードの調べ方 

（１）Fターム検索を先行させる 

（２）IPC/FI検索で期間を数年に区切る 

（３）国語辞典を用いる 

（４）JSTシソーラス（学術用語）を用いる 
http://jdream2.jst.go.jp/html/thesaurus/thesaurus_index.htm 

（５）PATOLISサーチガイド技術用語編を用いる 
http://search.p4.patolis.co.jp/search.html 

（６）概念検索等を用いる 

（７）和英⇒英和から探す 31 



（１）/（２）特許分類による検索で、同義語等を探す 

餅のFターム（4B023LE23）検索を先行す
ると、「餅」の同義語・類義語として、以下
のような言葉が見つかる。 
 

同義語： もち、モチ 

上位語： 米製品、米穀製品、・・・ 

類義語： 団子、だんご、・・・ 
32 



（３）国語辞典で同義語・類義語を探す 
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（４）JSTシソーラス用語 
   学術用語には有効 
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（５）PATOLISサーチガイドで 
統一語を探すと、同義語が逆引 
きできる。 
PATOLISユーザ以外も利用可。 



（６）概念検索で類義語を探す（NRIサイバーパテントデスク２） 

37 
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（６）PATOLIS-Nextで 
 関連語を探す 



39 

（７）アルクの 
英次郎を使い、 
同義語を探す 



３．調査の実例 

3.1 先行技術調査の目的 

3.2 先行技術調査の実例 

3.3 侵害予防調査の注意点 

3.4 侵害予防調査の実例 

3.5 検索式作成時の注意点 

3.6 スクリーニング時の注意点 

3.7 進歩性の論理づけを考慮した検索例 
40 



3.1 先行技術調査の目的 

１．予め先行技術を把握することで、中間対応や権利行使を考
慮した上位／中位／下位のクレームを作成できる。 

２．見込みのない発明の出願を断念し、費用を節約できる。 

３．審査請求前に調査を行って、最初の拒絶理由通知前に補
正をすれば、17条の2第4項の拒絶理由通知を受けない。 

４．STFのある発明を請求項１に記載することで、シフト補正を回
避できる。 

41 

参考資料３． 



3.2 先行技術調査の実例 

対象となる発明（特許第3737801号） 
 

ａ）プラバスタチンの濃縮有機溶液を形成し、 

ｂ）そのアンモニウム塩としてプラバスタチンを沈殿し、 

ｃ）再結晶化によって当該アンモニウム塩を精製し、 

ｄ）当該アンモニウム塩をプラバスタチンナトリウムに置き換え、
そして 

ｅ）プラバスタチンナトリウム単離すること、 

ｆ）を含んで成る方法によって製造される、プラバスタチンラクト
ンの混入量が０．５重量％未満であり、エピプラバの混入量が
０．２重量％未満であるプラバスタチンナトリウム。 42 



43 

予備検索で特許分類を
見つける 
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予備検索結果の公報からFIを調べる 

No.4 特開2009-275042「プラバスタチンのナトリウム塩の製造方法」 
 

１．C07C 67/60  （カルボン酸エステルの製造）・・化学的変化をひき
おこす処理によるもの 

２．C07C 69/33 （カルボン酸のエステル）・・・４個以上の水酸基を有
する化合物でエステル化されているもの 

３．A61P 43/00, 111 ・生体内生理活性物質様医薬 

４．A61P 9/10, 101 ・虚血，アテローム性動脈硬化症の治療のための
もの 

５．A61P 3/06 ・高脂血症治療剤 

６．A61K 31/191 （有機活性成分を含有する医薬品製剤）・・・２個以
上のヒドロキシ基を持つ非環式酸 
 

※（ ）内は、上位分類の説明 
45 



No.5 特開2009-161542 「プラバスタチンの精製方法」 
 

１．A61K 31/22  （有機活性成分を含有する医薬品製剤）・・・非環
式酸のエステル，例．プラバスタチン 

２．C07C 67/56  （カルボン酸エステルの製造）・・固―液処理による
もの 

３．C07C 69/33 （カルボン酸のエステル）・・・４個以上の水酸基を
有する化合物でエステル化されているもの 

４．A61K 31/366 （有機活性成分を含有する医薬品製剤）・・・・６員
環を持つもの 

５．A61P  9/00 循環器系疾患の治療剤 

６．A61P  9/10 （循環器系疾患の治療剤）虚血，アテローム性動脈
硬化症の治療のためのもの 

７．A61P  7/02  ・抗トロンビン剤；抗凝血剤；血小板凝集阻害剤 
46 



No.8 特開2006-273861 「高純度スタチンナトリウム」 
 

１．C07C 69/30 （カルボン酸のエステル）・・・３個の水酸基を有す
る化合物でエステル化されているもの  

２．C07C 67/60  （カルボン酸エステルの製造）・・化学的変化をひき
おこす処理によるもの 

３．C07D309/30 R （異項原子としと１個の酸素原子のみをもつ６員
環を含有し，他の環と縮合していない複素環式化合物）・・４位に直
接結合する酸素原子を持ち，かつ，芳香脂肪族基が６位に結合した
もの 

４．A61K 31/22  （有機活性成分を含有する医薬品製剤）・・・非環
式酸のエステル，例．プラバスタチン 

５．A61P 9/00 循環器系疾患の治療剤 

47 



FI記号から対応するテーマコードを調べる 

48 

FI テーマコード 

１ A61K 31/22 
4C206 

（非環式または炭素環式化合物含有医薬） 

２ A61P 3/06 4C201（Fタームなし） 

３ C07C 69/30 
4H006 

（有機低分子化合物及びその製造） 

４ C07C 69/33 
4H006 

（有機低分子化合物及びその製造） 



先行技術調査の進め方 

＜一般論＞ 

(1)実施例に近い発明 ⇒(2)クレームと同一に近い発
明 ⇒(3)関連する発明（組み合わせ等） 

へ拡げて行く 

（特許庁の調査を請負う登録調査機関も、このやり方） 
 

この事例では、まず製法限定された物を検索し、見つ
からなければ、製法を限定しない物を検索する。 

数値範囲を直接検索することはできないため、スクリー
ニング時に確認する。 49 



検索式１ 

①FI：A61K31/22（プラバスタチン） ⇒ 967件 

 

 

 

 
 

①×②×③ ： 65件 

50 

キーワード 同義語・類義語 件数 

② アンモニウム NH4 アンモニア NH3 610,951（全文） 

③ 精製 
単離 沈殿 抽出 
分離 純化 

641,374（要約・請求項） 



51 

IPDL 



検索式２ 

①FI：A61P3/06（高脂血症治療剤） ⇒ 7,690件 

 

 

 

 

 

 

①×②×③×④ ： 19件 
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キーワード 同義語・類義語 件数 

② プラバスタチンナトリウム 
プラバスタチンソーダ 
メバロチン 

725（全文） 

③ アンモニウム NH4 アンモニア NH3 610,951（全文） 

④ 精製 
単離 沈殿 抽出 
分離 純化 

641,374 
（要約・請求項） 



検索式３ 

①FI：C07C69/30（３個の水酸基を有する化合物でエステル化）
＋C07C69/33（４個以上の水酸基を有する化合物でエステル
化） ⇒ 301件 

 

 

 

 

 

①×(②＋④）×③ ： 15件 
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キーワード 同義語・類義語 件数 

② プラバスタチンナトリウム 
プラバスタチンソーダ 
メバロチン 

725（全文） 

③ ラクトン 環状エステル 165,822(全文） 

④ エピプラバ 13(全文） 



4C206の関連するFターム 

①4C206AA01 ・医薬発明（クレームあり） 

②4C206AA04 ・化学物質製造法発明（クレームあり） 

③4C206DB03 ・・・連続する炭素数６以下のカルボン酸の 

④4C206DB56 ・エステル酸素が炭素環に結合したもの 

⑤4C206KA01 ・炭素環又は芳香環を含むもの 

⑥4C206ZC20 ・・・酵素阻害用剤 

⑦4C206ZC33 ・・・脂質代謝系用剤 
 

検索式４ 

（①+②）×③×④×⑤×⑥×⑦ ： 47件（下位分類含む） 
54 
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IPDL 

※IPDL特許分類検索では、
下位分類も同時に検索される 



4H006の関連するFターム（部分F） 

①4H006AD15 ・・結晶化；結晶の精製または分
離；晶析；造粒 

②4H006AD16 ・・液－液処理；抽出（←超臨界抽
出、亜臨界抽出） 

③4H006BJ30 ・・縮合環（６員芳香環との縮合環
→ＢＪ５０） 
 

検索式５ 

①×②×③ ： 20件（下位分類含む） 
57 
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結果の対比 
検索式１～５の延べ166件を調査し、関連する公報 
特表2003-515334が見つかった。新規性は否定できず。 

59 

本件 特表2003-515334 

a) プラバスタチンの濃縮有機溶液を形成し、 ○ 
プラバスタチンナトリウムを再結晶するための最も好まし
い溶媒系の1つは、プラバスタチンナトリウム水溶液を約３
０w/v％に濃縮すること（【0057】） 

b) そのアンモニウム塩としてプラバスタチン
を沈殿し、 

○ 
析出されたアンモニウムプラバスタチン・カルボキシル塩
の結晶を、ろ過により収集（【0063】） 

c) 再結晶化によって当該アンモニウム塩を
精製し、 

○ 
プラバスタチンアンモニウム塩を、以下のように飽和化ア
ンモニウム溶液から再結晶により精製した（【0064】） 

d) 当該アンモニウム塩をプラバスタチンナト
リウムに置き換え、そして 

○ 
プラバスタチンアンモニウムを、以下のようにナトリウム塩
に塩転化（【0066】） 

e) プラバスタチンナトリウム単離すること、 ○ 
活性炭のろ過後、プラバスタチンナトリウムを、アセトンお
よびアセトニトリルをさらに加えて（【0068】） 

f) を含んで成る方法によって製造される、プ
ラバスタチンラクトンの混入量が０．５重量％
未満であり、エピプラバの混入量が０．２重
量％未満であるプラバスタチンナトリウム。 

× 
プラバスタチンナトリウムは、上に記載の条件を用いて、
HPLCで測定されたように、醗酵開始活性化物質から、約
99.3％の純度（【0068】） 


